
使い方

手軽にタネまき　ジフィーセブン

くぼみを作ります 2～3粒まきます

家庭菜園の楽しみ、醍醐味はなんといってもタネ
まきではないでしょうか。小さなタネから力強く発
芽してくる芽をじっくり観察。タネまきをした人にし
か味わえない瞬間です。「タネから育てると失敗
しそうだし、ハードルが高そう」と思われている方も
いるかもしれません。今回ご紹介する「ジフィー
セブン」を使えば、そのハードルをぐっと下げ、タネ
まきの成功率ＵＰ間違いなし。
タネまきをした人にしか分からない「醍醐味」。
「ジフィーセブン」をきっかけに感じてみてはいか
がでしょうか。

③覆土「ジフィーセブン」上部の余りの  土を使い覆土。

タネが大きかったり、数が多い場合はタネまき用の
土で覆土するとお手軽です。

④ 理管 「ジフィートレー」などで並べて
  管理します。

、くなはでのるやを水らか上の」ンブセーィフジ「 
底から水を吸わせれば細かいタネも流れません。

①吸水「ジフィーセブン」を「ジフィートレー」  に並べ吸水させ膨らませます。

ぬるま湯で吸水させるとより
早く膨らみます。特に冬場は
吸水が悪いのでおすすめ。
※冷ましてからタネまきしてください。

② きまネタ 中央につまようじ等でくぼみを
作りタネをまきます。

数粒まいて間引きすれば、均一な苗を作ることができます。

小さいタネは
RSハンドシーダー
が便利！

吸水後

吸水前 吸水中

上部をけずって覆土 タネまき用の土で覆土 一度で25個まで管理できます 底面給水がおすすめ覆土完了

または

ポイント！

ポイント！ ポイント！

ポイント！

※ジフィーセブンは付いていません。

コンパクト&安全に
育苗ができる

ジフィートレー
■サイズ（約）：幅27×奥行27×高さ6cm ■韓国製

サカタオリジナル

繰り返し
使えます

「広い庭がない」「ベラ
ンダが手狭」という方で
も、「ジフィーセブン」と
「ジフィートレー」を使え
ば、リビングの窓際など
日の当たる小さなスペー
スを利用して、清潔に苗
を育てることができます。

底面には余水受け
の溝があるので
ポットが水に漬かる
のを防ぎます

「ジフィーセブン」が
25個ぴったり収まって、
一度に作業できます

余水受け
48個入り

1000個入り徳用箱

タネまきから育苗・定植までじっくり育てる

ジフィーセブン（水でふくらむタネまき土ポット）
■サイズ（約）：直径42mm（吸水後高さ35mm） ■不織布付き ■ノルウェー製

サカタオリジナル

中央のくぼみにタネをまき、根が出たらそのまま定植できるので根
傷みの心配が少ない「ジフィーセブン」。自然素材であるミズゴケ
ピートを主原料にし、乾燥、圧縮した培養土を使用。初期肥料も
配合済みで、幅広い層の園芸家から支持されているポットです。

ジフィーセブン極小
■サイズ：直径約30mm ■不織布付き ■ノルウェー製

サカタオリジナル

水をかけるだけで
高さが3～5倍に
膨らみます

吸水後成長した
マリーゴールド

吸水前

ポットのまま植え
付けできるので
根を傷めません

苗が成長すると
ポットから根が
出てきます


